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ト
ピ
ッ
ク
ス

　
夏
休
み
に
合
わ
せ
て
、
市
立

幼
稚
園
の
園
舎
（
保
育
室
一

室
）
と
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。

　
利
用
す
る
際
は
、
受
け
付
け

名
簿
に
記
入
し
、
保
護
者
が
必

ず
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
遊
具
や
砂
場
道
具
な
ど
を

貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
使
用
後

は
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
日
程
が
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各

幼
稚
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

保
育
や
託
児
は
行
い
ま
せ
ん
。

※

玉
川
幼
稚
園
と
磐
崎
幼
稚
園

　
は
園
舎
工
事
の
た
め
、
開
放

　
し
ま
せ
ん
。

市立幼稚園の
園舎を開放
市立幼稚園の
園舎を開放 ○お問い合わせ

　こども支援課保育・教育係
　☎22－7458

みどりの愛護功労者国土交通大臣表彰
▷鮫川河川敷公園管理運営協議会（植田町）
　同表彰は、花と緑の愛護に顕著な功績の
あった団体に授与されるものです。鮫川河川
敷公園の樹木・花壇の手入れや、除草・清掃
などの活動を年間30回以上実施していること
などが評価されました。

幼稚園
すずかけ幼稚園　☎25－6322
西小名浜幼稚園　☎54－2210
江名幼稚園　☎55－7041

錦幼稚園　☎62－3201

汐見が丘幼稚園　☎63－9827

湯本第一幼稚園　☎42－3260

湯本第三幼稚園　☎42－2642
藤原幼稚園　☎44－4255

高坂幼稚園　☎26－0204

宮幼稚園　☎26－1917

四倉第一幼稚園　☎32－6620

四倉第二幼稚園　☎32－2403

７月24日㈫～27日㈮ なし
小名浜第二小学校裏
園舎前

園舎西側

汐見が丘小学校正門前

園庭
園舎前

園庭

園舎裏

旧園庭

園舎そば

７月24日㈫～26日㈭
９時30分～
11時

９時30分～
11時30分

９時30分～
11時30分

９時30分～
11時

９時30分～
11時

９時～11時

７月24日㈫～27日㈮

10時～11時
30分

７月24日㈫～26日㈭

７月24日㈫・25日㈬、
27日㈮、31日㈫
７月24日㈫・25日㈬、
27日㈮
７月24日㈫、27日㈮、
31日㈫
７月25日㈬・26日㈭

７月24日㈫～27日㈮、
31日㈫

とき 時間 駐車場

津波発生時における緊急一時避難施設
としての使用に関する協定を締結
　６月15日、イオンモール株式会社と同協
定を締結しました。
　同協定に基づき、津波災害が発生した際、
住民の皆さんや、観光客などが高台までの
避難に十分な時間が確保できない場合、イ
オンモールいわき小名浜を津波避難ビルと
して使用で
きます。
　同施設の
屋上駐車場
が、避難場
所となりま
す。

園舎西側、湯本第一中
学校

津波災害に備え協定を締結

※預託実効線量は、体内から受ける内部被ばく線量の累積線量（成人は50年、子どもは70歳まで）。

〈表２〉甲状腺検査（本格検査）の結果【平成30年３月31日現在】

〈表１〉内部被ばく検査結果【平成23年11月21日～平成30年３月31日】

判定内容

計

該当者数（※１）

Ａ
判
定

１判定
（結節やのう胞を認めなかったもの）
２判定
（5.0㎜以下の結節や20.0㎜以下ののう胞を認めたもの）

Ｂ判定（※２）
（5.1㎜以上の結節や20.1㎜以上ののう胞を認めたもの）

※１　同検査の受検者36,162人のうち、結果が確定している25,652人を掲載しています。
※２　一次検査でＢ・Ｃ判定となった場合には、二次検査が行われます。二次検査の結果については、市
　　　ホームページをご覧ください。

Ｃ判定（※２）
（甲状腺の状態等から判断し、直ちに二次検査を要するもの）

8,901人(34.7%)

16,546人(64.5%)

205人(0.8%)

0人(0.0%)

25,652人(100.0%)

検出受検者数

122,330人

預託実効線量
１ミリシーベルト未満

122,330人(100.0%) 1,174人(1.0%)

うち不検出

121,156人(99.0%)
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○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
所
総
務
課
放
射
線

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
27
・
8
5
6
0

　ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
検
査

は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
食
事

な
ど
を
通
じ
て
体
内
に
取
り
込

ま
れ
た
放
射
性
物
質
の
量
を
測

定
す
る
検
査
で
す
。

　昨
年
度
末
ま
で
に
実
施
し
た

検
査
の
結
果
、
受
検
者
の
預
託

実
効
線
量
は
、
全
員
が
一
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
で
あ
り
、
健

康
に
影
響
が
及
ぶ
数
値
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
〈
表
１
〉
。

　内
部
被
ば
く
検
査
は
、
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
ご
と

に
巡
回
し
て
検
査
を
実
施
し
て

お
り
、
順
次
、
回
覧
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　検
査
は
無
料
で
、
検
査
結
果

は
測
定
後
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す

の
で
、
定
期
的
に
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。

　県
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

を
生
涯
に
わ
た
り
見
守
る
た
め
、

甲
状
腺
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
甲
状
腺
検
査
は
、
一
次
検

査
後
、
結
果
に
応
じ
て
二
次
検

査
を
行
う
検
査
方
式
で
す
。

　本
市
で
は
、
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
二
十
五
年
度
に
か
け
て
、

甲
状
腺
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
の
一
回
目
の
検
査
（
先
行
検

査
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
甲
状
腺
の
状
態
を

継
続
し
て
確
認
す
る
た
め
、
平

成
二
十
七
年
度
に
二
回
目
の
検

査
（
本
格
検
査
）
、
平
成
二
十

九
年
度
に
三
回
目
の
検
査
（
本

格
検
査
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
確
定
し
て
い
る
三
回
目
の

検
査
結
果
は
〈
表
２
〉
の
と
お

り
で
す
。

　甲
状
腺
検
査
は
、
対
象
者
が

二
十
歳
を
超
え
る
ま
で
二
年
ご

と
に
行
わ
れ
ま
す
。
四
回
目
の

検
査
は
平
成
三
十
一
年
度
に
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

内
部
被
ば
く・甲
状
腺
の
検
査
結
果

内
部
被
ば
く・甲
状
腺
の
検
査
結
果

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
、
放
射
線
健
康
管
理
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
、
放
射
線
健
康
管
理
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総合保健福祉センターで実施してい
る内部被ばく検査
総合保健福祉センターで実施してい
る内部被ばく検査

２年ごとに実施される甲状腺検査２年ごとに実施される甲状腺検査

お
知
ら
せ
し
ま
す

内
部
被
ば
く
検
査

甲
状
腺
検
査



連
載
シ
リ
ー
ズ

字
名
の
成
り
立
ち
②

　
地
名
に
は
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
ヒ
ン
ト

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
各
所
の
地
名
に

ま
つ
わ
る
由
来
な
ど
を
紹
介
し
「
い
わ
き
」

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　
明
治
政
府
は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
、

太
政
官
達
に
お
い
て
「
各
地
ニ
唱
フ
ル
字
ノ
儀

ハ
其
地
固
有
ノ
名
称
」
で
あ
り
「
漫
ニ
改
称
変

更
不
到
」
と
、
字
名
の
改
称
は
必
要
以
上
に
行

う
べ
き
で
な
い
と
示
唆
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
明
治
時
代
に
入
り
字
名
の
整
理
を
命
じ

た
も
の
の
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
字
名
が
消
え

て
い
く
状
況
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
わ
き
地
方
に
お
い
て
も
、
江
戸
時
代
末
期

の
植
田
村
に
は
七
十
六
の
字
名
が
存
在
し
て
い

ま
し
た
が
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
地
租

改
正
を
契
機
に
字
名
は
ま
と
め
ら
れ
、
二
十
六

に
減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岡
小
名
村
で
は
百
十
七
の
字
名
が
五

十
一
ま
で
減
り
、
湯
本
村
で
は
九
十
六
の
字
名

が
十
九
に
ま
で
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
と
め
ら
れ
た
字
名
は
、
地
租
改
正
前
か
ら

存
在
し
て
い
た
も
の
が
残
っ
た
以
外
に
、
数
は

少
な
い
で
す
が
、
新
た
に
誕
生
し
た
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
字
名
や
俗

称
、
屋
号
、
耕
地
名
な
ど
が
新
た
に
ま
と
め
ら

れ
た
結
果
、
土
地
の
特
徴
を
細
か
く
表
し
た
地

名
の
多
く
は
消
失
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
名

は
幾
つ
か
の
限
ら
れ
た
文
書
や
絵
図
に
残
さ
れ

た
の
み
で
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
人
々
の
記
憶
か
ら
忘
れ

去
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

（
い
わ
き
地
域
学
會
　
小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を
お
持
ち
で
、
提

　
供
い
た
だ
け
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　
（
☎
22
・
７
５
０
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

そ
の

い
た
さ
ず

ま
ん

と
な

あ
ざ

ぎ
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　分刻みでこなす市長の公務。新聞などにも
週間行事予定として掲載されていますが、そ
れは限られた主なものだけです。土・日曜日
や祝日も関係なく、目まぐるしい日程を自分
の体力が続く限り、精いっぱい務める日々が
続いています。特に「大忙し！」であった先
月の行事予定を例にその一端をご紹介します。
　まず、15日間を会期とする市議会６月定例
会、19年ぶりに来訪された天皇、皇后両陛下

のお出迎え、南相馬市での全国植樹祭、イオ
ンモールいわき小名浜オープニングセレモ
ニー、市消防幹部大会への出席、次に、東京
大学先端科学技術研究センターとの協定締結
記念講演会、仙台市および東京都での小名浜
港整備促進に係る要望活動と続き、さらに新
聞社主催による市内企業等の若手社員・職員
との座談会などとなっています。
　この他にも、各種行事や会議、打ち合わせ、
面会など多種多様な公務をこなしています。
　市長就任から現在まで、公務に大きな穴を
あけることなく職責を全うすることができて
いるのも、丈夫な体に生んでくれた両親のお
かげであり、今後も感謝の気持ちを忘れるこ
となく、ふるさといわきの復興にまい進して
まいります。

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

市長の日程

33

地
名
の
中
の

　
　
﹁
い
わ
き
﹂

地
名
の
中
の

　
　
﹁
い
わ
き
﹂

湯本村（１：50,000地形図）〔昭和27（1952）年の
平と昭和26（1951）年の小名浜の地形図を合成〕

来
て
く
れ
る
の
で
、
江
名
の
知
名
度
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
で
す
か
。

　
カ
ジ
キ
釣
り
の
イ
ベ
ン
ト
「
マ
リ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
江
名
」
の
開
催
や
、

古
民
家
に
滞
在
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流

を
通
し
て
江
名
の
魅
力
を
体
験
す
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
的
な
移
住
の
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
う
「
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
現
在
は
イ

ベ
ン
ト
時
な
ど
に
臨
時
開
店
し
て
い
る
江

名
の
お
ば
ち
ゃ
ま
食
堂
を
、
常
設
店
と
し

て
営
業
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
成
果
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
の
将
来
像
を
描
い

た
町
づ
く
り
の
計
画
と
な
る
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
。 

と
し
た
江
名
伝
統
の
家
庭
料
理
を
広
く
味

わ
っ
て
も
ら
う
「
江
名
の
お
ば
ち
ゃ
ま
食

堂
」
を
取
り
組
み
の
柱
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
的
に
開
催
し
、

将
来
も
ず
っ
と
住
み
続
け
ら
れ
る
町
の
実

現
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
　
活
動
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

感
じ
ま
す
か
。

　
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で

な
じ
み
が
な
か
っ
た
住
民
同
士
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
の
連
帯
感
や
結
束
が
強
ま
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
海
あ
る
き
町
あ
る
き
江
名
の
町
再
発
見

は
、
関
係
機
関
や
団
体
の
協
力
の
下
、
P

R
な
ど
を
行
い
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
が

Ｑ
　
江
名
の
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

江
名
は
、
漁
業
の
衰
退
に
よ
る
人
口
減

少
で
過
疎
化
が
進
み
、
さ
ら
に
東
日
本
大

震
災
で
は
、
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
貴
重
な
材
料
で
造
ら
れ
た
建
物
が

解
体
さ
れ
て
い
く
中
、
こ
れ
ら
を
地
域
の

宝
と
し
て
生
か
し
つ
つ
、
網
元
の
町
と
し

て
の
歴
史
や
、
食
を
含
め
た
文
化
を
継
承

し
な
が
ら
、
江
名
を
「
活
気
あ
る
町
に
す

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
二
十
六
年

に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

Ｑ
　
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

 

毎
年
江
名
港
を
中
心
に
、
バ
イ
ク
愛
好

家
な
ど
市
内
外
か
ら
二
千
人
以
上
が
来
場

し
、
サ
ン
マ
焼
き
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
「
海
あ
る
き
町
あ
る
き

江
名
の
町
再
発
見
」
と
、
海
産
物
を
中
心

251

坂本勝吉さん
　江名の町再生プロジェクト会長。
幅広い活動の中で培った経験を生か
し、自身の地元である江名に活気を
取り戻す活動に取り組む。

市
民
の
ひ
ろ
ば

広報いわき　30. 7　10

雨の中多くの方が集まった昨年の「海ある
き町あるき江名の町再発見」

ワークショップでは地域住民が主体となっ
てさまざまなテーマについて協議

地域が主体となって
　　　　活気ある町をつくる


